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The city hall's business hours will change.

5
May.2025

Vol.779

７
月
か
ら

７
月
か
ら

　
開
庁
時
間
が

　
開
庁
時
間
が

　
　
変
わ
り
ま
す

　
　
変
わ
り
ま
す



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
で

証
明
書
交
付
が
時
間
短
縮
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利
用
実
態
に
合
わ
せ

よ
り
良
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

➡ 午前 8 時 45 分 ～ 午後 4 時 45 分

 

時
間
帯
別
の
受
付
件
数

　
令
和
６
年
度
に
市
役
所
窓
口
に

設
置
し
た
番
号
発
券
機
の
デ
ー
タ

を
基
に
、
時
間
帯
別
の
受
付
件
数

を
調
査
し
ま
し
た
。

　
受
付
件
数
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の

と
お
り
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

に
か
け
て
多
く
、
午
後
４
時
以
降

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。今
回
、

窓
口
の
対
応
時
間
を
短
縮
す
る
時

間
帯
（
午
前
８
時
30
分
～
45
分
、

午
後
４
時
45
分
～
５
時
15
分
）
の

受
付
件
数
は
、
全
体
の
５・
５
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
影
響
は
少

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

目
的
別
の
受
付
件
数

　
時
間
帯
別
受
付
件
数
の
調
査
と

同
様
、
番
号
発
券
機
の
デ
ー
タ
を

基
に
市
民
課
で
行
わ
れ
て
い
る
手

続
き
の
種
類
も
調
査
し
ま
し
た
。

　
手
続
き
の
種
類
は
「
証
明
書
発

行
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
」「
住

民
異
動
」「
パ
ス
ポ
ー
ト
」「
戸
籍

届
出
」
の
５
種
で
、
全
体
の
内
訳

は
右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

証
明
書
発
行
は
全
体
の
51
・

４
％
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
証
明
書
の
多
く
は

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
交
付
端
末
で
も

発
行
可
能
な
た
め
、
窓
口
に
お
越

し
い
た
だ
か
な
く
て
も
手
続
き
が

可
能
で
す
。

窓口受付 電話応対

市民サービス向上のために取り組んでいます！
・コンビニ交付サービスは交付手数料 100 円減額を継続中
・市役所１階フロアに庁内コンビニ交付端末機を設置して窓口混雑を緩和
・「書かない窓口」の導入で手続きに要する時間を短縮
・「行かない窓口」の実現に向けてオンライン申請を拡充
・手続きの利便性を高める業務アプリを職員自らが作成
・公共施設予約サービスの導入によりオンラインで 24 時間受付可能
・スマホ決済アプリ導入により市税や料金の納付がオンラインにて可能

すでに 100 件以上の手続きをオンラインで行うことができます。

　
市
役
所
で
は
、
窓
口
の
開
庁
時
間
・
電
話
受
付
時
間
を
、
利
用
実
態
に
合
わ
せ
て
７
月

か
ら
変
更
し
ま
す
。
市
役
所
の
組
織
機
能
を
改
善
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
市
民
に
よ
り
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
充
実
さ
せ
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎  

窓
口
の
利
用
状
況

証明書発行はコンビニ交付端末が便利！
取得可能な証明書　�住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、戸籍の附票の写し、市県民税の所

得証明・課税証明・所得課税証明書

行政サービスを選択マイナカードをかざす発行する証明書を選択

お金を入れる証明書発行スタート！

❶❷➌

➍➎

休日窓口業務（毎月第２・第４日曜日）の開庁時間も午前 8 時 45 分～になります。

問い合わせ先
開庁時間の変更
▶ 職員課（内線 2373）
コンビニ交付端末
▶ 市民課（内線 2292）

　
市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
有
率
は
8
割
を
超
え
て
お
り
、
証
明
書

交
付
の
う
ち
約
3
割
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
の

開
庁
時
間
外
で
も
発
行
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

現行

新新

証明書発行
51.4％マイナンバー関係

30.6％

住民異動
10.0％

パスポート
4.3％

戸籍届出
3.7％

市民課での手続き全体の内訳

時間帯別窓口受付件数（1日平均）
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オンラインで可能な手続き
二次元コードからご確認ください！

市役所 1 階に設置されたコンビニ交付端末機

（件）



試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

土木C 若干名
昭和 55年４月２日以降に生まれた人で、以下の条件を全て満たす人
①高校卒業以上で、土木に関する専門課程を修めた人
②民間企業等で土木職としての職務経験が 5年以上ある人

6月2日～
11月28日 随時

注意事項
1　�学歴は受験資格のとおりです。ただし、資格・免許職は資格・免許の取得が採用条件となります。
2　一般事務Ｃ・土木Ｂ・消防Ｂ・自己推薦Ｂは、大学卒業以上の学歴を有する人（卒業見込みを含む）は受験できません。
3　全ての試験区分で、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　・日本の国籍を有しない人
　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・羽島市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党
その他の団体を結成し、またはこれに加入した人

4　�看護師の採用試験については、本号では第 2回分のみを掲載しています。定員に達しなかった場合には、第 3回の
試験を実施する予定です。なお、定員に達した場合は、それ以降の試験は行いません。

5　この試験案内に掲載する各試験を併願することはできません。
6　随時採用・看護師採用は、申込受付期間内であっても、採用の状況によっては募集を終了する場合があります。
7　専門職としての採用であっても、一般事務へ異動になる場合があります。	
問い合わせ先　市役所区分・随時採用　職員課（内線 2373）、市民病院区分　市民病院総務課☎（393）0111

試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

市
役
所

一
般
事
務

A 3人程度 平成 10年 4月 2日以降に生まれた人（大卒以上） 5月26日～6月27日 7月13日（日）
B

若干名
昭和 61年 4月 2日から平成 8年４月１日までに生まれた人（大卒以上）

8月4日～9月5日 9月21日（日）
C 平成 12年 4月 2日以降に生まれた人（高卒または短大卒）

土
木

A 2人程度 平成 5年 4月 2日以降に生まれた人
（高専または大卒以上で、土木に関する専門課程を修めた人） 5月26日～6月27日 7月13日（日）

B 若干名 平成 10年 4月 2日以降に生まれた人
（高卒で、土木に関する専門課程を修めた人） 8月4日～9月5日 9月21日（日）

社会福祉士 若干名 平成 5年 4月 2日以降に生まれた社会福祉士の資格を有する人
（令和 7年度中に資格取得見込みの人を含む）

5月26日～6月27日 7月13日（日）
保健師 若干名 平成 10年 4月 2日以降に生まれた保健師の資格を有する人

（令和 7年度中に資格取得見込みの人を含む）

消
防

A
若干名

平成 10年 4月 2日以降に生まれた人（大卒以上）

8月4日～9月5日 9月21日（日）

B 平成 14年４月２日以降に生まれた人（高卒以上）
幼稚園
教諭 若干名 平成 10年 4月 2日以降に生まれた幼稚園教諭免許を有する人

（令和 7年度中に免許取得見込みの人を含む）

自
己
推
薦

A

若干名

平成 5年 4月 2日以降に生まれた人（高卒以上）で、スポーツ・文化・芸術・
研究・地域活動等の分野で大きな実績・成果（高校入学以降）を収めた人

B

令和 8年 3月に高校卒業見込みの人で、以下の条件を全て満たす人
①平成 17年 4月 2日以降に生まれた人
②高校生活を通じてクラブ活動、学校行事（生徒会活動・文化祭・体育祭
等）、地域活動等の分野で活躍した人
③高校１～２年生までの調査書記載の全体の評定平均値が４以上の人

実務経験者 若干名 昭和 61年 4月2日以降に生まれた人で、国・地方自治体で常勤職員として
の行政実務経験が継続して５年以上ある人

市
民
病
院

臨床研修医 4人 大学の医学部、医科大学を卒業し、令和 8年３月までに医師免許を取得見込みの人 7月1日～25日 8月7日・14日

後期研修医 4人 2年間の前期研修を終了した３年目以降の医師 12月1日～2月16日 随時

看護師
（第2回） 10人 昭和 41年 4月 2日以降に生まれ、令和 8年 3月までに看護師免許を取

得見込みの人または看護師の資格を有する人 5月8日（木）まで 5月31日（土）

薬剤師 1人 昭和 41年 4月 2日以降に生まれ、令和 8年 3月までに薬剤師免許を取
得見込みの人または薬剤師の資格を有する人 5月8日（木）まで 5月31日（土）

令和令和 88 年年 44 月月 11 日採用日採用

市職員採用試験市職員採用試験

随時採用
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市民の生活に寄り添う。
羽島市で働く。

それが私たちの使命！

先輩職員の声先輩職員の声



納税通知書を発送します　納期限は6月2日（月）

車種区分

初度検査
年月が平
成 27 年
3 月 以 前
の車両

初度検査
年月が平
成 27 年
4 月 以 降
の車両

グリーン化特例（軽課） 重課

電気自動
車・ 天 然
ガス自動
車※1

燃費性能 初度検査
から13年
経過した
車両

特に優れ
ている車
両※2

優れてい
る車両
※3

三輪 3,100円 3,900円 1,000円 2,000円
※4

3,000円
※4 4,600円

四
輪

乗
用
営業用 5,500円 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 2,700円

対象外

12,900円

貨
物
営業用 3,000円 3,800円 1,000円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 1,300円 6,000円
※ 1　�平成 30年排出ガス規制適合または平成 21年排出ガス規制適合かつ 10％以

上窒素酸化物を低減する車両
※ 2　令和 2年度基準達成かつ令和 12年度基準 90％達成車両
※ 3　令和 2年度基準達成かつ令和 12年度基準 70％達成車両
※ 4　乗用営業用のみ対象
初度検査年月および各燃費基準の達成状況は、車検証でご確認ください。

三輪・四輪の軽自動車の税額表2

区分 今年度の税額

原動機付自転車

総排気量50cc 以下・特定小型原動機（総
排気量125cc 以下かつ最高出力4.0kw以
下含む）

2,000 円

総排気量50cc 超90cc 以下 2,000 円

総排気量90cc 超125cc 以下 2,400 円

ミニカー
（三輪以上で総排気量20cc超50cc以下） 3,700 円

軽二輪車 総排気量125cc 超250cc 以下 3,600 円

小型二輪車 総排気量250cc 超（側車付を含む） 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用（最高速度35km/h 未満） 2,400 円

その他のもの（最高速度15km/h 未満） 5,900 円

原動機付自転車・二輪車等の税額表1

軽自動車税

期限までに納付を
軽自動車税（種別割）は、納付書に記載
された二次元コードや eL 番号を用いて、
eLTAX での納付ができます。
税額は、原動機付自転車・二輪車等は表１、
三輪・四輪の軽自動車は表２のとおりで
す。

グリーン化特例（軽課）
燃費性能に優れ、環境負荷の小さい軽自
動車の軽自動車税 (種別割) は、表 2 のと
おり軽減されます。
対象車両は、令和 6 年４月１日から 7 年
３月 31 日までに新規取得した車両です。

税率の上乗せ（重課）
平成 24 年３月以前に初めてナンバー登
録をした環境負荷の大きな車両は、表２
のとおり重課が適用されます。なお、電
気自動車や天然ガス自動車は重課が適用
されません。

納税証明書（車検用）
車検の際に必要とした紙の納税証明書は、
オンライン化により、不要となっています。
ただし、納付直後や他の市町村へ引越しし
た直後、対象車両に過去の未納がある場合
等は従来どおり紙の納税証明書が必要で
す。
問い合わせ先　税務課（内線 2232）

　
「
観
光
バ
ス
が
寄
る
観
光
コ
ー
ス
が
で

き
れ
ば
な
ぁ
」「
子
ど
も
に
は
ご
神
木
に

触
れ
て
次
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」。
伊
勢

神
宮
の
第
63
回
神
宮
式
年
遷
宮
で
、
中
津

川
市
で
伐
り
出
し
た
ご
神
木
（
木
曽
ヒ
ノ

キ
）
が
初
め
て
羽
島
市
の
八
劔
神
社
に
立

ち
寄
る
。
奉
曳
、
奉
迎
祭
が
あ
り
関
係
者

の
期
待
が
膨
ら
む
▼
話
が
出
た
の
は
昨

年
。
従
来
立
ち
寄
る
1
カ
所
が
流
れ
て
お

声
が
か
か
っ
た
。初
め
て
の
こ
と
ゆ
え「
ど

の
く
ら
い
の
人
が
集
ま
る
ん
だ
ろ
う
」「
地

域
お
こ
し
に
な
れ
ば
」。
不
安
と
期
待
を

背
に
御
神
木
実
行
委
が
準
備
を
進
め
る
▼

本
番
は
６
月
８
日
㈰
。
南
宮
大
社
か
ら
車

で
着
き
、
八
劔
神
社
の
参
道
約
1
０
０
㍍

を
法
被
姿
の
2
０
０
人
が
、
長
さ
6.6
㍍
、

直
径
約
50
㌢
の
ヒ
ノ
キ
3
本
を
曳
き
海
津

市
の
今
尾
神
社
へ
送
る
。
ご
神
木
の
奉
迎

送
は
木
曽
川
沿
い
に
岐
阜
と
愛
知
県
側
の

２
コ
ー
ス
あ
り
桑
名
で
合
流
、
伊
勢
へ
向

か
う
▼
祭
り
が
消
え
る
時
代
に
新
し
い
祭

り
の
誕
生
。
羽
島
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
皆

の
「
ハ
レ
の
日
」
に
な
れ
ば
喜
ば
し
い
。

祭
り
は
土
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
る
。

※
注 

式
年
遷
宮
＝
20
年
に
１
度
行
わ
れ
る
伊
勢
神
宮

最
大
の
祭
り
。
63
回
は
令
和
７
年
に
関
連
行
事
が
ス

タ
ー
ト
。
令
和
15
年
秋
、
最
も
重
要
な
「
遷
御
の
儀
」

が
あ
る
。

水 紋
羽島＆

お伊勢さん
広報アドバイザー

（元中日新聞記者）
　　　　西尾　敏正

　
市
で
は
、
財
政
の
透
明
性
を
高

め
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
企
業
の
会
計
手
法

を
参
考
と
し
た
財
務
書
類
４
表
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
対
象

範
囲
は
、
総
務
省
が
示
す
基
準
の

う
ち
、
一
般
会
計
等
（
羽
島
市
に

お
い
て
は
一
般
会
計
、
イ
ン
タ
ー

北
・
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
）
で
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
公
共
施
設
や

現
金
な
ど
の
市
の
資
産
と
、
そ
れ

ら
を
取
得
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た

市
税
や
市
債
（
借
金
）
な
ど
の
財

源
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
〈
資
産
〉
の
合
計
と
〈
負
債
＋

純
資
産
〉
の
合
計
が
同
額
で
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
る
こ
と
か
ら
、「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
や
ご
み
の
収
集
な
ど
、
資

産
形
成
に
繋
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ス
ト
と
、
利
用
料
・
手

数
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
額
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
経
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
た
コ
ス
ト
が
ど
れ
く
ら
い
受

益
者
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

　
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
令
和
５
年
度
中
に
ど
の
よ
う
に

増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
す
。

　
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
す

も
の
で
、そ
の
性
質
別
に
区
分
し
、

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
が
充
て

ら
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

業
務
活
動
収
支
の
余
剰
分
が
、

公
共
施
設
等
整
備
費（
投
資
活
動
）

や
市
債
償
還
（
財
務
活
動
）
な
ど

の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

※
財
務
書
類
４
表
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

財
務
課
（
内
線
２
４
９
１
）

５
年
度 

財
務
デ
ー
タ
を
公
表

健
全
な
市
政
運
営

財
務
書
類
４
表

  

①
貸
借
対
照
表

  
②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

  

③
純
資
産
変
動
計
算
書

  

④
資
金
収
支
計
算
書

①貸借対照表（バランスシート）
 資産　　　　　　　　　　　　　　1,149.0 億円

※市民 1人当たり 173.0 万円（前年比△ 2.4 万円）
　　　住民サービスを提供するための資産と
　　　将来、市の収入になる可能性がある市税など
固定資産（道路・学校など）　　　　 857.3 億円
投資等●（出資金、基金など）　　　　229.9 億円
流動資産（現金預金、未収金など） 61.9 億円
　　　　　うち資金 12.1 億円
　　　※�貸借対照表の資金は、資金収支計算書の残高

に歳計外現金（0.5 億円）を加えています。
 資産合計　 1,149.0 億円

 負債　　　 284.3 億円
　　※市民 1人当たり 42.8 万円（前年比同額）
　　市債（借金）などにより将来の世代が負担する金額
固定負債　 259.2 億円
流動負債　 25.1 億円
純資産 864.7 億円
　　　※市民1人当たり130.2万円（前年比△2.4万円）
　　　資産を形成するために現在までの
　　　世代が負担した支払い済みの金額
 負債・純資産合計 1,149.0 億円

②行政コスト計算書
 純経常行政コスト　　　　　 239.3 億円
　資産形成につながらない行政サービスにかかる経費
経常費用 　244.9 億円
人にかかるコスト　
　（職員給与・議員報酬など） 35.2 億円
物にかかるコスト　
　（物品購入費、施設修繕費など） 99.5 億円
その他のコスト　
　（市債の利子など） 3.1 億円
移転支出的なコスト　　
　（扶助費、補助金など） 107.1 億円
経常収益
　（施設利用料など受益者負担額） 5.6 億円

 臨時損益　　　　　　　　　　 △ 0.8 億円
 純行政コスト　　　 238.5 億円

③純資産変動計算書
前年度末（R4年度末）純資産残高　 885.2 億円
当期変動高　 △ 20.4 億円
　純行政コスト　 △ 238.5 億円
　財源（税収等、補助金）　 226.4 億円
　その他　 △ 8.3 億円
本年度末（R5年度末）純資産残高　 864.7 億円

財務書類４表（一般会計等）の関係図

※市民 1人当たりの金額は令和 6年 4月 1日（前年分は令和 5年 4月 1日）の人口より算出

④資金収支計算書
前年度末（R4年度末）資金残高　 14.6 億円
資金増減高 △ 3.0 億円
 業務活動収支 28.1 億円
 投資活動収支 △ 18.2 億円
 財務活動収支 △ 12.9 億円
  本年度末（R5年度末）資金残高　 11.6 億円

※表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げが
　合計と一致しないことがあります。

ID
1530

ID
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介護予防教養講座（6 月～令和 8 年 3 月実施）受講者募集

がん検診を推進 対象者に案内を送付

	 	 �　�　�特定の年齢の人は子宮頸がん検
診・乳がん検診を無料で受けられ
ます。対象者には、5月下旬に無
料の案内を送付しますので、案内
が届いてから受診してください。

子宮頸がん検診
 平成 16年 4月 2日～ 17年 4月 1日生まれの女性
 平成 11年 4月 2日～ 12年 4月 1日生まれの女性

乳がん検診
 昭和 59年 4月 2日～ 60年 4月 1日生まれの女性
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5302）

特定健診、ぎふ・すこやか健診
40 歳以上の国民健康保険加入者を対象とした「特
定健康診査」と、後期高齢者医療保険加入者を対象
とした「ぎふ・すこやか健診」を実施します。受診
の機会を確保するため、今年度から受診券は 6月に
一斉発送する方式に切り替えます。※ただし、昭和
25年 5月〜 7月生まれの人には、誕生月の 1～ 2
カ月後に受診券を送付します。

実施期間
6月から令和８年2月末まで（医療機関の診療日に限る）
実施機関
市内の健診実施医療機関（市民病院を除く）
受診方法
�受診券とマイナ保険証等を医療機関の窓口へ提示
受診料　500円（受診時に医療機関の窓口で支払う）
受診結果　受診した医療機関で受け取る
問い合わせ先　保険年金課（内線 2264）

2025.5　広報はしま 8

種類 内容 対象者 検診料 日程

胃がん検診 ・胃エックス線検査

40歳以上の人

1,000 円
6 月 5 日（木）
7 月 2 日（水）・22 日（火）
8 月 25 日（月）
9 月 7 日（日）・26 日（金）
10 月 16 日（木）
11 月 4 日（火）・14 日（金）
12 月 12 日（金）
令和 8 年 1 月 19 日（月）
2 月 14 日（土）

午前 9 時～ 11 時 45 分
（所要時間　約 2 時間）

肺がん検診
・胸部エックス線検査
・喀痰の検査
　（問診にて必要な方のみ）

500円
※�昭和36年4月1日
　以前生まれは無料
※喀痰検査別途 500円

大腸がん検診 ・便潜血検査（2日分） 500円

乳がん検診
・マンモグラフィー
　（乳房エックス線）

40歳以上の
女性

1,000 円
※�無料クーポン対象者
（下記事に記載）は無
料

【午前のみ】
6 月 16 日（月）・27 日（金）
10 月 9 日（木）
12 月 5 日（金）

【午前・午後】
7 月 18 日（金）
8 月 7 日（木）
9 月 18 日（木）
10 月 26 日（日）
11 月 28 日（金）
12 月 22 日（月）
令和 8 年 1 月 10 日（土）
2 月 6 日（金）

午前　午前9時10分～11時30分
午後　午後1時10分～3時30分

（所要時間　約 1 時間）

大腸がん検診 ・便潜血検査（2日分） 500円

5 月下旬に受診券を送付 健康診査・検診を下表のとおり実施します。対象者に受診券を
送付しますので、実施医療機関、費用、受診方法を確認の上、
受診してください。受診券がないと受けられません。
実施期間　６月1日～令和8年2月28日

健康診査
（検診）名 内容 対象者

（健診・検診日の時点で市内に住民登録がある人に限る） 費用

骨粗しょう症
検診

・問診
・骨量測定
・結果説明

令和7年3月31日時点で以下の年齢に該当する女性
（40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳）

DIP法、DXA法　700円

超音波法　600円

DXA法（腰椎）　1,000円

肝炎ウイルス
検診

・問診
・血液検査
・結果説明

40歳以上（昭和60年3月31日以前の生まれ）で
過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない人
（41歳以上の人は 2月 16日（月）までに子育て・健
幸課へ申し込む。40歳の人は申し込み不要）

HCV抗体検査・HBs抗原検査　1,000円

HCV抗体検査のみ　900円

HBs抗原検査のみ　800円

成人歯科
健康診査

・問診
・歯の状態等
・歯科保健指導
・口腔機能評価
（60・65・70歳）

令和7年3月31日時点で以下の年齢に該当する人
（20歳・25歳・30歳・35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
65歳・70歳）※ただし、自分の歯が1本以上ある人

500円

ID
2062健康診査・検診を実施

注意事項
・生活保護世帯の人は無料です。検診を受ける前に必ず子育て・健幸課へご連絡ください。
　（各健康診査・検診終了日の 1カ月前まで）
・令和 7年 3月 31日時点で 40歳以上 5歳刻みの年齢に達する人は、肝炎ウイルス検診の費用が無料です。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5302）

講座名 実施日・時間 会場 定員

音楽de 
リフレッシュ

第 1・3木曜日
10:00 ～ 11:30

不二羽島文化
センター 30人

[ 初心者向け ]
ハンドメイド手芸

第 1・3金曜日
10:00 ～ 11:30

不二羽島文化
センター 10人

脳トレ塾 第 2・4月曜日
10:00 ～ 11:30

不二羽島文化
センター 20人

[ 初心者向け ]
書・水墨画・墨彩画

第 2・4木曜日
10:00 ～ 11:30

不二羽島文化
センター 15人

健康ストレッチ 第 1・3水曜日
10:00 ～ 11:30 羽島温泉 15人

対象者　市内在住の 65 歳以上の人
受講料　無料（必要な道具・資材は受講者でご準
備ください）
申込期間　5 月 1 日～ 14 日
申し込み方法　市地域振興公社事務局（不二羽島
文化センター内）にある申込用紙を提出（受付時
間は午前 9 時～午後 5 時）
※申し込みは、1 人 2 講座まで。
※定員を超えた場合は、抽選となります。
問い合わせ先　市地域振興公社事務局
	 　　　（不二羽島文化センター内）
	 　　　☎（393）4711

注意事項
・自覚症状がある場合は、がん検診ではなく医療機関を受診してください。
・検診受診日に「対象年齢に達していること」「羽島市に住民登録があること」が対象となる条件です。
・前年度に胃内視鏡検査を受診した人は、今年度は市が実施する胃がん検診を受診できません。
・前年度に乳がん検診・子宮がん検診を受診した人は、今年度同検診を受診できません。
・生活保護世帯の人は検診料が無料となりますので、検診を受ける前に必ず子育て・健幸課へご連絡ください。
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 5302）

集団がん検診

受診はウェブ予約を！
※電話予約も可能です

保健センターで集団がん検診を実施します。（健幸ポイント対象事業）
早期発見・早期治療のために、定期的に検診を受けましょう。

ID
2063ID

5659

ID
1317

乳・大腸がん
検診予約

胃・肺・大腸がん
検診予約

定員に達し次第、募集を終了します。



　
３
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
副

市
長
の
定
数
を
従
来
の
１
人
か
ら
「
2
人

以
内
」
に
変
更
す
る
条
例
改
正
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
４
月
１
日
付
で
、
前

専
門
官
の
國
枝
篤
志
さ
ん
と
、
前
市
技
術

専
門
員
の
鷲
野
俊
樹
さ
ん
が
副
市
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
副
市
長

を
務
め
て
い
た
石
黒
恒
雄
さ
ん
は
、
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
國
枝
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
に
羽
島
市
役

所
に
入
庁
。
秘
書

広
報
課
長
や
理
事

兼
市
長
室
長
を
経

て
、
令
和
５
年
か

ら
は
市
専
門
官
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　
鷲
野
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
に
岐
阜
県
の

技
術
吏
員
と
し
て

入
職
し
、
県
土
整

備
部
美
濃
土
木
事

務
所
長
な
ど
を
歴

任
。
定
年
退
職
後

の
令
和
４
年
２
月
か
ら
は
、
羽
島
市
の
技

術
専
門
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　
両
副
市
長
の
任
期
は
、
令
和
11
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

脳トレ体操教室

柔軟性向上のためのストレッチ体操、バランス感覚と転
倒予防トレーニング、健康維持エクササイズなど、健康
づくりのための脳トレ体操を行います。
日時　5 月 28 日（水）、6 月 16 日（月）、7 月 7 日（月）
　　　（全3回）午前 10 時 30 分～正午
対象者　市内に在住・在勤の 60 歳以上の人
場所　羽島市役所 3 階会議室
定員　1 回につき 30 人程度（先着順）
受講料　無料
持ち物　飲み物、タオル
申し込み方法　右の申し込みフォームから申し込む
問い合わせ先　�ねんりんピック岐阜2025羽島市実行委員

会事務局（スポーツ推進課内・内線6138）

　　　税率等改定　軽減制度を拡充   
税率改定  賦課限度額は一部引き上げ
令和 7年度国民健康保険税の税率・税額および賦課限
度額は、下表 1のとおりです。国が示す「保険料水準
統一加速化プラン」に基づき今後見込まれる県内保険
料統一に向けて、税率・税額を改定しました。また、「基
礎課税分」「後期高齢者支援金分」の賦課限度額が引き
上げられます。

軽減制度の対象範囲を拡充
低所得世帯を対象とした「均等割」「平等割」の軽減
判定所得は、下表 2のとおりに拡充します。それぞ
れ２割軽減、５割軽減の軽減対象範囲が広がります。

区分 基礎課税分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

対象 全ての加入者 40～ 64歳

所得割 7.7％
（7.2％）

2.6％
（変更なし）

2.3％
（変更なし）

均等割
（1人につき）

29,700円
（27,600円）

10,200円
（10,000円）

10,900円
（変更なし）

平等割
（1世帯につき）

21,000円
（19,800円）

7,200円
（変更なし）

5,600円
（変更なし）

賦課限度額 660,000円
（650,000円）

260,000円
（240,000円）

170,000円
（変更なし）

表 1　税率・税額および賦課限度額　

国民健康保険税

問い合わせ先　保険年金課（内線 2265）

 

漏
水
の
確
認
方
法

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側

は
、
漏
水
の
管
理
を
利
用
者
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
漏
水
の
確
認
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①�

宅
地
内
に
あ
る
水
道
の
蛇
口
を

全
て
閉
め
る
（
ト
イ
レ
や
洗
濯

機
等
も
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
）

②�

宅
地
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
開
け
る

③�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開

け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
赤
い
羽
根

の
コ
マ
）
の
回
転
の
有
無
を
確

認
す
る

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た

ら
、
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側

で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
事
業
者
一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
経
営
課
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
修
理
費
用
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

 

応
急
処
置

　
修
理
ま
で
の
間
に
一
時
的
に
水

漏
れ
を
止
め
る
に
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉

め
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
給
湯
器
等
が
作
動
中

の
と
き
は
、
機
器
の
故
障
原
因
に

な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

減
免
制
度

　
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
地
側
で

漏
水
し
た
分
の
料
金
は
利
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
が
、
所
定
の
条

件
全
て
に
該
当
す
る
場
合
は
料
金

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

水
道
週
間　

　
6
月
1
日
か
ら
7
日
は
水
道
週

間
で
す
。「
透
き
通
る　

誇
れ
る

水
に　
感
謝
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
今
一
度
水
道
水
の
使
い
方

を
考
え
、
水
道
水
を
た
い
せ
つ
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

水
道
料
金
が
増
え
た
ら

　

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要

　
水
道
の
使
用
料
が
突
然
増
え
た
と
き
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限
は

８
年
と
計
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
交
換
は
、
経
営
課
が
委
託
し
て

い
る
株
式
会
社
フ
ァ
ノ
バ
中
部
支

店
が
無
料
で
行
い
ま
す
。
ご
不
在

の
場
合
で
も
交
換
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

上
や
周
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

交
換
の
日
程

５
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
末

交
換
指
定
地
域

小
熊
町
（
東
小
熊
、
西
小
熊
、
そ

の
他
の
一
部
地
域
）、正
木
町
（
須

賀
）、
竹
鼻
町
（
駒
塚
、
そ
の
他

の
一
部
地
域
）、上
中
町
（
長
間
）、

桑
原
町
（
西
小
薮
）

※
指
定
地
域
外
で
も
メ
ー
タ
ー
の

使
用
年
数
に
よ
り
交
換
作
業
を
行

い
ま
す
。

水
道
関
係
の
訪
問
販
売
に
注
意

　
上
下
水
道
部
職
員
や
検
針
員
等

を
装
い
、
水
質
調
査
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
口
実
に
し
た
悪
質
な
訪
問
販

売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
課
（
内
線

２
１
６
３
）

対
象
地
域
の

水
道
メ
ー
タ
ー
を

交
換
し
ま
す

受
診
資
格　
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

で
、
納
期
到
来
分
ま
で
の
保
険
税
（
料
）

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

※
検
査
結
果
を
市
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

に
同
意
が
必
要
で
す
。

受
診
日　
６
月
か
ら
令
和
８
年
２
月
末
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

受
診
場
所　

羽
島
市
民
病
院

費
用
（
自
己
負
担
額
）　
９
７
０
０
円（
オ

プ
シ
ョ
ン
希
望
者
は
別
途
自
己
負
担
）

定
員　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
2
５
０

人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
50
人

（
先
着
順
）

申
請
方
法　

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、

保
険
年
金
課
へ
申
請
（
電
話
予
約
可
）

受
付
開
始
日　
５
月
９
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金

課
（
内
線
２
２
６
４
）

人間ドック費用人間ドック費用をを
助成助成

羽島市ミナレクデー 2025

このイベントを通して、スポーツ・レクリエーショ
ンの習慣化や市民の健康増進・地域の活性化を目
指します。
どこでも、誰でも体を動かして参加しましょう！
※ミナレクデーは、体・心・頭の健康を増進させ
健康長寿につなげる「ミナレク運動」の一環です。
期日　5月 28日（水）
対象者　羽島市内にいる人（一時的な滞在者も可）
ミナレクデーにレクリエーション
をした人は、右の応募フォームか
ら応募してください。抽選で素敵
なプレゼントが当たります。
問い合わせ先　スポーツ推進課（内線 6138）

申し込みフォーム

ID
1326

ID
2332

ID
6333
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ID
1352

※ 1 �世帯主・後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の総所
得金額を含める。

　　 �6 年度の 5割軽減の計算式は 43万円＋ 29万 5千円×被保
険者数+10万円×（給与所得者等の数－ 1）

　　 �6 年度の 2割軽減の計算式は 43万円＋ 54万 5千円×被保
険者数+10万円×（給与所得者等の数－ 1）

※ 2 後期高齢者医療制度へ移行した元国保加入者の人数を含む。
※ 3 一定額以上の給与所得者または公的年金等の支給を受ける人

軽減
割合

軽減判定の基準となる
総所得金額の合計※1

被保険者数※2が1
人、給与所得者等
※3が1人の場合

被保険者数が2人、
給与所得者等が2
人の場合

7 割
軽減

43万円＋10万円×（給与
所得者等の数－1）

43万円
（変更なし）

53万円
（変更なし）

5割
軽減

43万円＋30万5千円×被
保険者数＋10万円×（給
与所得者等の数－1）

73万5千円
（72万5千円）

114万円
（112万円）

2割
軽減

43万円＋56万円×被保険
者数＋10万円×（給与所
得者等の数－1）

99万円
（97万5千円）

165万円
（162万円）

表 2 国民健康保険税の軽減

※表 1・表 2のかっこ内は令和 6年度の税率・税額

國枝篤志 副市長鷲野俊樹 副市長

副
市
長
に

　

國
枝
篤
志
さ
ん

　

鷲
野
俊
樹
さ
ん

が
就
任

応募フォーム
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市
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策

の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
発
生
時
に
お
い
て
、
木
造
住
宅
の

倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど
高
い
で
す
。
老

朽
化
や
少
な
い
耐
力
壁
な
ど
、
構
造
上
の

バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の
要
因
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

自
分
や
家
族
の
安
全
を
守
る
た
め
に
重
要

で
す
。

①
無
料
の
耐
震
診
断

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅

に
お
い
て
、
市
が
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震

相
談
士
を
派
遣
し
、
無
料
の
耐
震
診
断
を

行
い
ま
す
。
木
造
住
宅
の
所
有
者
で
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
人
が
申
請
で
き
ま
す
。

予
定
件
数　
25
件

②
耐
震
改
修
工
事
の
一
部
補
助

　
前
記
の
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
件
数　
３
件

補
助
金
の
額　
耐
震
改
修
工
事
費
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
般
補
強
の
場
合
は
上

限
が
１
０
８
万
９
３
０
０
円
、
簡
易
補
強

の
場
合
は
上
限
が
84
万
円
と
な
り
ま
す
。

③
耐
震
診
断
の
一
部
補
助

　
前
記
の
木
造
住
宅
以
外
で
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
の
建
築
物
の
所
有
者
が
、
建

築
士
に
依
頼
し
て
耐
震
診
断
を
行
う
場

合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
件
数　
１
件

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
診

断
費
や
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
１

５
０
万
円
以
上
の
場
合
は
最
大
で
１
０
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

①
～
③
の
申
込
期
間

　
①
と
③
は
、
５
月
１
日
か
ら
12
月
５
日

ま
で
の
先
着
順
で
す
。

　
②
は
、
５
月
１
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

を
受
付
期
間
と
し
、
そ
の
間
に
予
定
件
数

を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。　

　
な
お
、
受
付
期
間
内
に
予
定
件
数
に
満

た
な
か
っ
た
場
合
は
、
12
月
５
日
ま
で
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
①
～
③
の
予
定
件
数
お
よ
び
補
助
金
の

額
は
、
県
と
の
協
議
で
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
建
物
に

は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
都
市
計
画
課
（
内
線
２

１
３
４
）

木
造
住
宅　

耐
震
化
を
補
助
・
助
成

地
震
か
ら
命
を
守
る

「太陽光パネル・蓄電池」共同購入キャンペーン参加者募集中！
環境に、家計にやさしい暮らし
岐阜県では、太陽光パネルや蓄電池の購入希望者
を募り、一括して発注することでスケールメリッ
トを生かした共同購入事業を実施しています。
太陽光パネルや蓄電池の設置は、電気代の節約や
災害への備え、CO₂ の削減にも繋がります。この
機会に、ご自宅への設置についてご検討ください。

共同購入の特長
共同購入は、みんなで集まって生まれる大きな購
買力を生かした購入の仕組みです。厳しい審査を
通過した優良な販売施工事業者の中から、入札で
最も安い価格を提示した事業者に決定しています。
無料の参加登録をして屋根の情報等を入力すると、
ご自宅に導入した場合の見積額が確認できます。

問い合わせ先
岐阜みんなのおうちに太陽光事務局☎ 0120（752）300　午前 10時～午後 6時（土・日・祝日を除く）

参
加
登
録
や

見
積
も
り
は

二
次
元
コ
ー
ド
へ

ID
2289
・

2291
・

2292

　
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
、
集
会
所
な
ど

で
高
齢
者
に
対
し
て
運
動
等
の
介
護
予
防

活
動
を
行
う
団
体
に
、
運
営
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

活
動
を
補
助
す
る
主
な
要
件

①
活
動
を
３
カ
月
以
上
継
続
す
る
こ
と
②

実
施
月
に
は
２
回
以
上
、
１
回
当
た
り
90

分
以
上
活
動
す
る
こ
と
③
高
齢
者
の
平
均

参
加
者
数
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
④
参

加
者
負
担
金
を
１
人
当
た
り
１
回
１
０
０

円
以
上
徴
収
す
る
こ
と
⑤
団
体
運
営
者
の

３
人
以
上
が
、
市
が
指
定
す
る
介
護
予
防

研
修
を
受
講
済
み
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
手
紙
、
電
話
お
よ
び
訪
問
に
よ

る
活
動
も
対
象
と
な
り
ま
す
。（
要
相
談
）

補
助
金
の
額

開
設
準
備
経
費　
５
万
円（
初
年
度
の
み
）

活
動
経
費　
①
参
加
者
１
人
当
た
り
１
回

１
０
０
円
（
団
体
運
営
者
を
除
く
）
②
会

場
借
上
料
相
当
額
（
１
回
２
０
０
０
円
を

上
限
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課（
内

線
２
５
５
６
）

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
学
生
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
在
学
期

間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
な
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
猶
予
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

が
利
用
で
き
ま
す
。

持
ち
物　
学
生
証
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の
※
本
人
以
外
が
手
続
き
す
る

場
合
は
、
手
続
き
す
る
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課（
内

線
２
２
６
２
・
２
２
６
３
）

　
個
人
の
市
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
納
付
方
法
に

は
、
以
下
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・特
別
徴
収（
給
与・年
金
か
ら
の
天
引
き
）

・
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
で
の

支
払
い
）

特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

　

今
年
度
の
市
県
民
税
（
特
別
徴
収
分
）

税
額
決
定
通
知
書
は
、
5
月
中
旬
に
会
社

な
ど
の
給
与
支
払
者（
特
別
徴
収
義
務
者
）

へ
郵
送
ま
た
は
電
子
送
信
さ
れ
ま
す
。

　
会
社
に
お
勤
め
の
人
は
、
給
与
担
当
者

か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
後
に
申
告
し
た
人

　
3
月
18
日
以
降
に
申
告
書
を
提
出
さ
れ

た
人
は
、
7
月
分
以
降
の
税
額
が
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
税
額
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
税
額
変

更
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
２
３

７
・
２
２
３
８
）

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は

お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
水
道
整
備
に
伴
い
、
補
助
対

象
地
域
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
建
物

・
自
己
の
居
住
専
用
住
宅
（
併
用
住
宅
の

場
合
は
、
自
己
の
居
住
部
分
の
み
）

補
助
金
の
上
限
額

・
５
人
槽　
33
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽　
41
万
４
０
０
０
円

・
10
人
槽　
54
万
８
０
０
０
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
内

線
２
１
２
２
）

　
各
地
区
が
管
理
す
る
共
同
墓
地
に
つ
い

て
、
墓
地
管
理
者
を
選
任
ま
た
は
変
更
し

た
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課（
内

線
２
１
９
２
）

　
冷
房
設
備
を
有
し
、
一
定
の
空
間
を
確

保
で
き
る
場
所
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
指
定
し
ま
す
の
で
、
暑
い
日

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
10
月
22
日
㈬
ま
で

場
所　

市
役
所
、
図
書
館
、
市
民
会
館
、

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、
ぐ
る
っ
と
羽
島
、
バ
ロ
ー
羽
島
イ

ン
タ
ー
店
、
市
内
郵
便
局
5
カ
所

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

地
域
住
民
主
体
の

介
護
予
防
活
動
費
を
補
助
ID
1930

13 2025.5　広報はしま

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例

ID
1291

市
県
民
税　

特
別
徴
収

税
額
決
定
通
知
を
発
送
ID
1255

墓
地
管
理
者（
変
更
）届

を
忘
れ
ず
に

ID
1823

浄
化
槽
設
置
者
に
補
助
金

ID
1734

月
の

お
し
ら
せ

５

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

暑
い
日
は
活
用
を

ID
5627



　
口
腔
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
肺
炎
等
の

疾
患
の
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
口
腔
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

実
施
場
所　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
委
託
す
る
歯
科
医
院
（
詳
細
は
受
診

券
に
記
載
）

※
歯
科
医
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
自
宅
等
で
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
６
月
１
日
〜
令
和
８
年
２
月

28
日（
実
施
歯
科
医
院
の
診
療
日
に
限
る
）

料
金　
３
０
０
円

受
診
方
法　
歯
科
医
院
に
予
約
の
上
、
受

診
券
と
マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
持
っ
て
受
診

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
４
）

　
田
植
え
の
時
期
が
近
づ
き
、
羽
島
用
水

管
内
の
用
水
の
通
水
開
始
に
続
き
、
5
月

29
日
㈭
か
ら
南
部
地
域
の
用
水
も
通
水
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
水
の
事
故
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

配
水
日
程
の
問
い
合
わ
せ
先　
羽
島
用
水

管
内
＝
羽
島
用
水
土
地
改
良
区
ま
た
は
羽

島
用
水
総
代
▽
南
部
か
ん
が
い
事
業
地
域

＝
農
政
課
ま
た
は
市
南
部
か
ん
が
い
事
業

運
営
委
員

通
水
期
間　

羽
島
用
水
管
内
＝
４
月
21
日

～
３
月
下
旬
▽
桑
原
用
水
管
内
＝
５
月
29

日
〜
10
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先　
農
政
課
（
内
線
２
６
５

1
）

　
5
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
を
見
守
り
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関
な

ど
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
、
相
談
さ
れ

た
課
題
解
決
の
た
め
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法

に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容

や
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

４
）

　
小
児
が
ん
の
治
療
で
造
血
幹
細
胞
移
植

（
骨
髄
移
植
な
ど
）
を
受
け
た
人
は
、
定

期
の
予
防
接
種
で
得
た
免
疫
が
低
下
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
防
接

種
の
再
接
種
が
必
要
と
な
っ
た
人
を
対
象

に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・�

申
請
日
と
再
接
種
を
受
け
る
日
に
羽
島

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

・�

造
血
幹
細
胞
の
移
植
（
骨
髄
移
植
等
）

に
よ
り
再
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
医
師

が
認
め
る
人

・�

接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
接
種
回

数
・
接
種
間
隔
が
、
予
防
接
種
実
施
規

則
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・�

被
接
種
者
・
保
護
者
が
他
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額　

予
防
接
種
に
要
し
た
費
用

（
再
接
種
し
た
年
度
に
お
け
る
羽
島
市
の

同
一
予
防
接
種
の
委
託
料
単
価
が
上
限
）

申
請
方
法　
再
接
種
を
行
う
前
に
必
要
書

類
を
持
参
し
、
子
育
て
・
健
幸
課
へ
申
請

（
対
象
と
な
る
か
迷
う
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　

が
ん
の
治
療
を
受
け
た
人
を
対
象
に
、

医
療
用
補
正
具
（
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
〈
全

頭
用
〉
ま
た
は
乳
房
補
正
具
）
の
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

・�

補
正
具
を
購
入
し
た
日
お
よ
び
申
請
時

に
羽
島
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

・�

が
ん
の
治
療
（
手
術
、
薬
物
治
療
、
放

射
線
治
療
等
）
を
受
け
た
人
、
ま
た
は

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・�

申
請
を
行
う
補
正
具
に
つ
い
て
、
岐
阜

県
お
よ
び
県
内
市
町
村
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
人

助
成
対
象　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ（
全
頭
用
）

と
装
着
に
必
要
な
頭
皮
保
護
用
の
ネ
ッ
ト

の
購
入
費
用
、
乳
房
補
正
パ
ッ
ド
ま
た
は

人
工
乳
房
と
固
定
下
着
の
購
入
費
用

助
成
回
数　
補
正
具
の
種
類
ご
と
に
１
台

ず
つ
１
回

助
成
金
額　
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
１

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て・上
限
２
万
円
）

申
請
方
法　
補
正
具
を
購
入
し
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
必
要
書
類
を
提
出

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
５
月
は
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

付
月
で
す
。納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で
す
。

　
税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振
替
が

お
す
す
め
で
す
。
登
録
し
た
口
座
か
ら
、

振
替
納
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

３
）

　
令
和
８
年
羽
島
市「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

記
念
式
典
は
、
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
予
定
で
す
。

日
時　
令
和
８
年
１
月
11
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
受
付
開
始

対
象　
平
成
17
年
４
月
２
日
～
18
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

※
現
在
市
内
に
住
民
登
録
が
な
く
て
も
、

該
当
期
間
に
生
ま
れ
、
市
内
小
中
学
校
の

卒
業
生
等
で
参
加
を
希
望
す
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。
８
月
以
降
に
生
涯
学
習
課
へ

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
校
区
別
交
流
会
は
市
外
中
学
校
等
の
卒

業
生
で
も
、
希
望
す
る
校
区
の
交
流
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
（
内
線
６

１
３
２
）

　
石
綿
読
影
の
精
度
に
係
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

資
格　
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
40
歳
以

上
の
人

実
施
内
容　

石
綿
ば
く
露
に
関
す
る
問

診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
（
肺
が
ん
検
診
）

検
診
場
所　
市
民
病
院

実
施
期
間　
6
月
〜
8
月

費
用　
無
料
（
所
定
検
査
以
外
は
自
己
負

担
あ
り
）

申
込
期
限　
6
月
27
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
５
月
で
も
最
高
気
温
が
25
℃
以
上
の
夏

日
や
、
30
℃
以
上
の
真
夏
日
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
、
気
温
が
高
く
な
る
日
に
活

動
を
す
る
際
に
は
、
屋
外
で
も
室
内
で
も

体
調
に
注
意
し
、
水
分
補
給
と
適
度
な
休

憩
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
熱
中
症
に
な

る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
体
を
暑
さ
に
慣
ら
す
「
暑
熱
順

化
」
が
重
要
で
す
。
暑
く
な
る
前
か
ら
、

日
常
生
活
の
中
で
運
動
や
入
浴
を
す
る
こ

と
で
汗
を
か
き
、
体
を
慣
れ
さ
せ
て
暑
さ

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
法
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
の
記
載
事
項
に

氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
５
月
26
日
以
降
３
カ
月
以
内

に
、
本
籍
地
の
自
治
体
か
ら
、
戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
通
知
を
確
認
い
た
だ
き
、
振
り
仮

名
が
正
し
い
場
合
は
、
届
出
を
し
な
く
て

も
通
知
の
内
容
の
と
お
り
戸
籍
に
記
載
さ

れ
ま
す
。

　
振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数
料
は
一
切
か

か
り
ま
せ
ん
。
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
罰
則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
振
り
仮
名
の
届
出
に
当
た
っ
て
法
務

省
や
市
区
町
村
に
金
銭
を
支
払
う
よ
う
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
（
内
線
２
２
９

２
）

　
東
京
圏
内
の
大
学
・
大
学
院
を
卒
業
・

修
了
後
に
羽
島
市
へ
移
住
し
、
岐
阜
県
内

で
就
職
す
る
こ
と
を
条
件
に
交
通
費
・
移

転
費
を
支
援
し
ま
す
。

支
給
対
象　
企
業
が
実
施
す
る
採
用
活
動

に
参
加
す
る
た
め
に
要
し
た
往
復
交
通
費

（
上
限
１
万
１
０
０
０
円
）、
市
へ
の
移
住

に
要
し
た
運
送
費
（
市
へ
の
移
住
に
要
し

た
最
低
限
の
運
送
費
）

　
交
付
を
受
け
る
に
は
、
移
住
に
関
す
る

要
件
や
就
業
に
関
す
る
要
件
を
全
て
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
合
政
策
課
（
内
線
２

３
４
４
）

　
市
内
に
住
所
か
事
業
所
が
あ
り
、
1
年

以
上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

資
金
を
融
資
し
ま
す
。

融
資
限
度
額　
１
２
０
０
万
円

年
利
率　
０
・
95
％

保
証
料　
０
・
45
～
１
・
９
％
（
返
済
後

に
全
額
助
成
）

利
子
補
給　
無
し

返
済
期
間　
10
年
以
内
（
運
転
資
金
は
5

年
以
内
）

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
2

６
１
３
）

民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
は

ID
1888

気
温
が
高
い
日
は

水
分
補
給
と
休
憩
を

ID
5200

二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い

記
念
式
典

今月の休日窓口業務 5 月 11 日（日）・25 日（日）午前 8 時 30 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

15 2025.5　広報はしま 2025.5　広報はしま 14

戸
籍
に
氏
名
の

振
り
仮
名
が
追
加
に

ID
6334

石
綿
検
診
の
案
内

ID
5637

ぎ
ふ
・
さ
わ
や
か

口
腔
健
診

田
植
え
用
水 

通
水
開
始

ID
2210

市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
融
資

ID
2151

医
療
用
補
正
具
の

購
入
費
を
補
助

ID
2058

税
・
料
の
納
付

ID
1187

ID
1669

ID
1346

ID
1000

市ホームページ【ページ IDから探す】に 4桁の記事 IDを入力して
検索すると、該当のページが確認できます。

       　写真を撮って送信

公道の舗装がめくれて穴が
あいていて危ない。そんな
ときも LINE の通報フォーム
で簡単に通報できます。

羽島市公式 LINE
道路の穴を通報
羽島市公式 LINE
道路の穴を通報

ｉ

友だち追加

小
児
が
ん
患
者
ワ
ク
チ
ン

再
接
種
費
用
を
助
成

ID
2072

東
京
圏
➡
羽
島
市

卒
業
後
の
移
住
費
支
援
ID
5792

移住
はしま暮らし



河川愛護モニター募集河川愛護モニター募集
近隣の人から河川管理や利用に関する要望があった場合や、近隣の人から河川管理や利用に関する要望があった場合や、
ごみの投棄や流水、施設に異常を発見した場合に、情報を提ごみの投棄や流水、施設に異常を発見した場合に、情報を提
供していただける河川愛護モニターを募集します。供していただける河川愛護モニターを募集します。
人員　人員　４人予定（20 歳以上）４人予定（20 歳以上）
委嘱期間委嘱期間　7 月１日～令和 8 年 6 月 30 日　7 月１日～令和 8 年 6 月 30 日
応募期間応募期間　５月７日～ 13 日　５月７日～ 13 日
問い合わせ先問い合わせ先　木曽川上流河川事務所☎（251）1326　木曽川上流河川事務所☎（251）1326

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
日
時
＝
5
月
15
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組
（
超
過
し
た
場
合
は
会
員

優
先
）　
●
参
加
料
＝
会
員
無
料
、

非
会
員
５
０
０
円　

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
５
月
１
日
㈭
・
15
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

●
日
時
＝
５
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

●
日
時
＝
５
月
４
日
㈰
・
18
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
５
月
７
日
㈬
・
12
日

㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
６
月
２

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
川
辺
弘
一
映
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
前
半　

ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

イ
ン
展

●
期
間
＝
５
月
18
日
㈰
ま
で

後
半　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
黄
金
時
代
展

●
期
間
＝
5
月
31
日
～
7
月
21
日

映
画
の
集
い
「
さ
く
ら
」

●
日
時
＝
５
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
手
描
き
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
P
O
P
展
」

●
期
間
＝
５
月
25
日
㈰
ま
で

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
「
光
の

ア
ー
ト
・
万
華
鏡
の
世
界
へ
展
」

●
期
間
＝
６
月
１
日
～
８
月
10
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
14
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
ん
で
作
ろ
う
万
華

鏡
」

●
日
時
＝
８
月
２
日
㈯
午
後
１
時

～
３
時　
●
材
料
費
＝
１
０
０
０

円　
●
定
員
＝
20
人

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
７
日
㈬
・
12
日

㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
６
月
２

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
５
月
12
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
糖
尿
病

治
療
薬
の
種
類
」「
合
併
症
を
予
防

す
る
食
事
」　

●
場
所
＝
市
民
病

院
診
療
棟
３
階
講
義
室　
●
参
加

料
＝
無
料

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
５
月
14
日
㈬
午
後
２
時

～
３
時
30
分　
●
テ
ー
マ
＝
「
消

化
管
内
視
鏡
検
査
」　

●
場
所
＝

市
民
病
院
診
療
棟
３
階
講
義
室　

●
参
加
料
＝
無
料

※
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎
（
３

９
３
）
０
１
１
１
へ

所
蔵
品
展
「
海
を
渡
っ
た
作
家
た
ち
」

　

館
所
蔵
作
家
の
作
品
を
展
示
。

異
国
を
描
い
た
風
景
画
な
ど
渡
航

と
関
連
付
け
て
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
＝
６
月
１
日
㈰
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト
（
要
申
し
込
み
）

①
美
術
の
基
礎
を
学
ぼ
う

　
デ
ッ
サ
ン
や
ク
ロ
ッ
キ
ー
な
ど

美
術
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

●
講
師
＝
今
井
田
一
已
氏　
●
日

時
＝
５
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　

●
定
員
＝
８
人　

●
参
加
費
＝
１
０
０
円

②
小
さ
な
絵

　
絵
の
具
な
ど
を
使
用
し
て
自
由

に
作
品
制
作
を
行
い
ま
す
。

●
講
師
＝
小
畑
恭
子
氏　
●
日
時

＝
５
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
●
定
員
＝
８
人　
●

材
料
費
＝
１
０
０
円

③
学
芸
員
に
よ
る
展
覧
会
ガ
イ
ド

●
日
時
＝
５
月
10
日
㈯
・
21
日
㈬

の
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

●
定
員
＝
各
６
人　
●
参
加
無
料

※
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
５
月
７
日
㈬
・
12
日

㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

　
消
防
団
の
訓
練
の
成
果
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
18
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分
（
小
雨
決

行
）　

●
場
所
＝
長
良
川
羽
島
防

災
船
着
場　
●
詳
し
く
は
、
消
防

総
務
課
☎（
３
９
２
）３
２
５
６
へ

●
日
時
＝
６
月
１
日
㈰
午
後
０
時

30
分
～
３
時　
●
場
所
＝
笠
松
中

央
交
流
セ
ン
タ
ー　
●
参
加
料
＝

無
料　

●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・

健
幸
課
（
内
線
５
３
０
２
）
へ

　
応
急
手
当
を
習
得
す
る
た
め
の

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

開
催
日　
６
月
１
日
㈰
、
７
月
20

日
㈰
、
８
月
３
日
㈰
、
令
和
８
年

２
月
１
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

上
級
救
命
講
習

開
催
日　
９
月
７
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

応
急
手
当
普
及
員
講
習

開
催
日　

10
月
11
日
～
13
日（
３

日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
申
込
期
限
は
開
催
日
の
２
週
間

前
で
す
。

※
上
級
・
普
通
救
命
講
習
は
10
人

以
上
の
受
講
者
で
開
催
し
ま
す
。

定
員
は
20
人
（
先
着
順
）
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
救
急
指

令
課
☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１
へ

●
日
時
＝
５
月
11
日
㈰
午
前
８
時

30
分
～　
●
場
所
＝
桜
堤
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
（
桑
原
町
小
薮
）　

●
詳

し
く
は
、
土
木
監
理
課
（
内
線
２

１
１
６
）
へ

催

し
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国
際
交
流
協
会

ガイド
  月の５

 

図
書
館

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

市
民
病
院

 
不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

地域の未来を守る 地域の未来を守る 木曽三川連合総合水防演習木曽三川連合総合水防演習
国・県・市町、水防団・消防団、関係機関が連携し、総合的国・県・市町、水防団・消防団、関係機関が連携し、総合的
な水防演習を実施します。会場では、体験コーナーや車両展な水防演習を実施します。会場では、体験コーナーや車両展
示、防災パネル展示などを通じて、災害対策を学べます。示、防災パネル展示などを通じて、災害対策を学べます。
日時日時　5 月 25 日　5 月 25 日（日）（日）午前 9 時～ 11 時午前 9 時～ 11 時
　　　（展示・体験コーナーは正午まで）　　　（展示・体験コーナーは正午まで）
場所　場所　長良川右岸鵜飼大橋下流河川敷長良川右岸鵜飼大橋下流河川敷
問い合わせ先問い合わせ先　木曽川上流河川事務所☎（251）1321　木曽川上流河川事務所☎（251）1321

♨今月の羽島温泉の休館日　5 月 7 日（水）・15 日（木）・26 日（月）

シティカレッジ　シティカレッジ　講師養成講座
講師になりたい・講師としてスキルアップを目指したい人、講師になりたい・講師としてスキルアップを目指したい人、
講座の企画や運営のノウハウを学びませんか。講座の企画や運営のノウハウを学びませんか。
日時日時　6 月 4 日（水）午後３時～　6 月 4 日（水）午後３時～
費用費用　500 円　500 円
場所場所　不二羽島文化センター　不二羽島文化センター
申込期限申込期限　５月 28 日（水）　５月 28 日（水）
問い合わせ先問い合わせ先　生涯学習課（内線 6132）　生涯学習課（内線 6132）

国勢調査の調査員を募集
調査員説明会への出席、調査についての説明、調査票の配布・
回収等をお願いします。
資格　18 歳以上で警察・選挙に直接関係のない人
期間　9 月上旬～ 10 月下旬
申込期限　5 月 31 日（土）
問い合わせ先　総務課（内線 2354）

ID
1666

 

水
防
演
習

 

救
命
救
急
講
習

 
歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ス

委員名 公共交通会議委員 環境審議会委員 教育振興基本計画策定委員会委員

募集人員 3人 2人 1人

資格 市内に１年以上居住し、平日昼間の会議に参加でき、他の付属機関等の委員・市議会議員・市職員でない人

報酬 1回の出席につき 6,000 円
任期 6月24日～令和9年6月23日 7月1日～令和9年6月30日 委嘱日～令和8年3月31日

募集期間 5月7日～ 19日

問い合わせ先 生活安全課（内線2153） 生活環境課（内線2123） 教育政策課（内線6332）

公募委員の募集

ID
5789

 

消
防
団
消
防
操
法
競
技
会

申し込みフォーム

※「羽島市審議会等における委員公募及び要旨公開に関する方針」に基づき適正に選考します。



日時　8月 3日（日）
	 午後 5時 30分～
入場料　全席指定　Ｓ席10,000円、
　　　 Ａ席8,000円、Ｂ席5,000円
チケット購入等の詳細
は、同施設ホームペー
ジでご確認ください。

			   　　日時　7月 21日（月）
			   　　  第 1公演　午後 1時 30分～
			          第 2 公演　午後 4時 10分～
			   　　入場料　3,480円（特別価格）
			   　　※全席指定、3歳未満ひざ上無料
			   　　 チケット購入等の詳細
			   　　 は、同施設ホームペー
			   　　 ジでご確認ください。

休館日　5月 7日（水)・13日（火)・20日（火)・27日（火)

インスタグラム

フォトコンテスト

入賞作品を紹介

●相談は無料で、秘密は厳守します。
●場合により中止になることがあります。
●�裁判中や弁護士等に依頼済みの相談は、無料相
談の対象外です。

種別 相談日 時間
行政相談 6月5日 13：00~15：00
法律相談
（予約制） 5月23日、6月11日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00
年金・社会保険
労働相談（予約制） 6月2日 13：00~16：00
心配ごと相談
（予約制） 5月16日、6月 6日 13：00~16：00

人権相談 5月8日 13：00~15：00

特設人権相談 6月2日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00
登記・相続相談
（予約制） 5月7日・20日 13：00~16：00
空き家相談
（予約制） 5月13日 14：00~16：00
不動産相談
（予約制） 5月21日 13：00~16：00
建築設計相談
（予約制） 5月28日 13：00~16：00
多重債務相談
（予約制） 6月17日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）
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Instagram # 羽島の魅力 2025

8月3日日17：30開演
不二羽島文化センター

スカイホール

2025年

『赤毛のアン』 A4チラシ表 羽島

@mugicoco2020　宵の藤

@yamatai_kokuu610
　春の煌めき

@yukari01150920　秋のたより @photos.teruhiko_satou　風を感じて

@yuya_5100　誇る一蓮

@kyasunobu　桜の祝福

優秀賞

市長賞

Y M C K
3079036 2025 夏 しまじろうコンサート会館ビラA4 2校 村川 25/02/19 オモテ

〈こどもちゃれんじ〉
会員価格※

※〈こどもちゃれんじ〉会員とはベネッセの幼児向け講座の会員のことです。

3歳未満
ひざ上無料

※保護者1名につき、お子さま1名まで。
（席が必要な場合は有料）

公演内容の詳細はＷebで！※会館特別価格のチケット購入については、裏面を参照
の上、各会館へお問い合わせください。

劇団四季ミュージカル
「赤毛のアン」

しまじろう 2025 夏コンサート
しまじろうのミュージック

アドベンチャー

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
行
政
機
関
が

政
令
、
条
例
、
規
則
等
を
定
め
る
場
合
や
、

街
づ
く
り
計
画
を
作
る
際
、
事
前
に
一
般
か

ら
意
見
を
募
集
す
る
手
続
き
で
す
。
行
政
手

続
法
に
は
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
十
分
考
慮

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
通
称
「
パ
ブ

コ
メ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
パ
ブ
コ
メ
の

目
的
は
、①
行
政
運
営
の
透
明
性
を
高
め
る
。

②
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定

を
行
う
。
③
意
見
の
採
否
や
反
応
を
公
表
す

る
等
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
パ
ブ
コ
メ
の
件
数
が
近
年
、
急
増
。

２
０
４
０
年
度
に
お
け
る
電
源
構
成
を
定
め

る
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
案
へ
の
パ

ブ
コ
メ
は
、
前
計
画
時
の
６
倍
超
に
あ
た
る

４
万
１
４
２
１
件
が
、
１
カ
月
間
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
し
か
も
所
管
す
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に

よ
れ
ば
、
パ
ブ
コ
メ
件
数
の
９
割
以
上
が
無

記
名
。
同
一
氏
名
で
、
10
件
以
上
の
投
稿
を

し
た
人
数
は
46
人
に
上
り
ま
し
た
。
意
見
の

内
容
は
「
原
発
新
設
反
対
」
や「
水
素
発
電

を
推
進
し
て
原
子
力
発
電
反
対
」
等
の
同
一

表
現
が
多
く
を
占
め
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
。

　
２
０
２
４
年
度
で
は
、
各
省
庁
の
パ
ブ
コ

メ
で
数
万
単
位
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
政
府
行
動
計
画
に
は
、
19
万
４
８
３
２

件
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
政
府
の
発
表
で

は
、
２
０
２
３
年
度
の
パ
ブ
コ
メ
件
数
の
平

均
は
約
70
件
。
１
万
件
を
超
え
る
意
見
が

あ
っ
た
の
は
３
件
で
し
た
。

　
そ
れ
が
24
年
度
に
は
、
１
件
当
た
り
の
平

均
が
約
５
７
０
件
に
増
加
し
、
９
件
が
１
万

件
を
上
回
り
、
そ
の
う
ち
７
件
が
２
万
件
を

超
え
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
多
く
の
案
件
で
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
動
員
し
た
と
思
わ
れ
る
投
稿
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）に

は
、
パ
ブ
コ
メ
の
文
案
や
繰
り
返
し
の
投
稿

方
法
を
共
有
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
、
文
案

を
共
有
す
る
書
き
込
み
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
省
庁
の
担
当
者
か
ら
は
、
パ
ブ
コ
メ
の
急

激
な
増
加
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
文
案
と
類
似
し

た
意
見
の
投
稿
に
よ
る
も
の
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
省
令
案
や
計
画
案
等

の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
匿
名
・
偽
名
に
よ
る

連
続
投
稿
、
大
量
投
稿
が
目
立
つ
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
人
に
よ
る
投
稿
が
多
数
を
占
め

る
と
、
パ
ブ
コ
メ
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
広
く

意
見
を
募
り
、
行
政
の
公
平
性
や
透
明
性
の

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
行
政
手
続
法
を
所
管
す
る
総
務
省
は
、

パ
ブ
コ
メ
の
意
見
数
の
多
い
少
な
い
を
考
慮

す
る
と
い
う
解
釈
は
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
政
府
も
国
会
答
弁
で
、
意
見
の
数
で
は
な

く
内
容
に
着
目
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
ま

す
。
パ
ブ
コ
メ
意
見
の
大
量
投
稿
に
は
、
実

効
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
府
省
の
事
務
次
官

会
議
で
は
パ
ブ
コ
メ
の
大
量
投
稿
問
題
が
問

題
視
さ
れ
、
政
府
内
で
も
同
一
ア
ド
レ
ス
で

の
複
数
投
稿
を
受
け
付
け
な
い
と
か
、
集
計

対
象
か
ら
除
外
す
る
等
の
案
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
羽
島
市
に
お
い
て
も
、
各
種
計
画

案
の
パ
ブ
コ
メ
に
対
し
て
注
視
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

第
122
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

パ
ブ
コ
メ
急
増
の
内
容
に
注
意



父：宮川拓也さん　母：紗那さん　〔正木町〕

（
２
歳
２
カ
月
）

瑚こ
は
る陽

ち
ゃ
ん

行事名【対象者】 期日等 受付時間

乳幼児相談
【乳幼児】 5月 14日（水)・27日（火) 9：00～ 11：30

（受付）

離乳食教室（初中期）
【5カ月前後の児】 5月 20日（火) 9：45～ 10：00

（受付）

健康相談 随時 9：00～ 16：00

精神保健（こころ）の相談 5月 26日（月) 13：30～ 15：30

医
療
機
関
委
託

大腸がん検診
【40歳以上】

令和 8年 2月 28 日(土)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。詳細は
二次元コードからご
確認ください。

子宮頸がん・
体がん検診

【20歳以上の女性】

（
１
歳
１
カ
月
）

 

柚ゆ

の希
ち
ゃ
ん

期日 医療機関（医科・歯科・薬局 )

5月 3日
（土)

ばん皮膚科（正木町）
☎（391）0056

かんばら歯科医院（福寿町）
☎（394）0880

5 月 4日
（日)

不破医院（正木町）
☎（391）2238

近藤歯科医院（桑原町）
☎（398）2700

5 月 5日
（月)

村上診療所（竹鼻町）
☎（216）7722

里村歯科医院（小熊町）
☎（392）6146

トラスト薬局羽島店（竹鼻町）
☎（372）2266

5 月 6日
（火)

長良川クリニック（竹鼻町）
☎（392）2525

第一河合歯科医院（竹鼻町）
☎（392）1567

スギ薬局舟橋店（舟橋町）
☎（394）3120

5 月 11日
（日)

山田医院（上中町）
☎（392）2313

おんだ歯科クリニック（足近町）
☎（391）9222

5 月 18日
（日)

羽島整形外科・皮膚科（舟橋町）
☎（394）1511

かわい歯科クリニック（竹鼻町）
☎（394）1015

ルナ羽島薬局（福寿町）
☎（322）6207

5 月 25日
（日)

渡邉医院（竹鼻町）
☎（392）2223

かわむら歯科クリニック（竹鼻町）
☎（391）6480

6 月 1日
（日）

青山内科（竹鼻町）
☎（392）3821

かんばら歯科医院（福寿町）
☎（394）0880

（有）ホープ薬局（竹鼻町）
☎（394）0151

父：濱吉佑樹さん　母：沙也香さん　〔竹鼻町〕

休日急病診療 診療時間
午前9時～午後2時

■人口 66,246 人（－ 166）・男 32,735 人・女 33,511 人
■世帯数 28,384 世帯（＋ 431） 令和 7年 4月 1日現在
※（　）は前年同月との比較
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※市内に住民登録がある人が対象で、事前に予約が必要です。
※�子宮がん検診は、令和 6 年度に受診していない人が対象です。

問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー5月

母子健康手帳の交付

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交
付を受けましょう。原則金曜日予約制となりますので
必ず事前にご連絡ください。（所要時間 1時間程度）
予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

休日急病診療の注意事項
※必ずマイナ保険証または資格確認書を持参してください。
※�事前に当番医に電話の上、受診してください。症状により対応できない場合がありま
す。対応できない場合や時間外は羽島市民病院☎（393）0111 の救急外来等に事前
に電話の上、受診してください。その際は選定療養費が別途必要になる場合がありま
す。「ぎふ救急ネット」にて受診可能な医療機関も検索できます。
※�薬局は、休日当番医療機関が院外処方の場合に記載しています。

市公式 LINE で 毎月 1 日
子育てコラム＆情報配信

友だち追加は
二次元コード▶


